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青空と緑と産業のまち昭和町

A.釜無工業団地公園運動場テニスコートにて

~l~l;ち75ぞうスポーツ教室

いよいよ本格的なスポーツシーズンを迎え、各地で様々なスポーツが

行なわれています。乙ご町の社会体育振興のための施設である、釜無工

業団地公園運動場のテニスコートでは、町教育委員会が主催する初心者

テニス教室が行なわれています。まったくの初心者力、ら、もっと上達し

たいと考えている人たちが己班に別れ、体協テニス部在中心としたコー

チの方々から熱心に指導を受けていました。

スポーツで汗を流すことは、健康の増進に役立つとともに、ストレス

の解消にもなります。さあ/ みなさんもこれからの季節、思いきって

スポ ツでいい汗を流しましょうO

(町の人口)

回 男 6，431人(+39) 

女 6，141人(十10)

計 12，572人(+49) 

世帯数 4，157戸(十23)

1991 5月1日現在。()内は前月比
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新
し
い
町

議

刊
名
が

生
し
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
本
町
の
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
四
月
十
六
日
に
告
示
さ
れ
、
定

数
と
同
じ
十
六
名
の
方
の
立
候
補
の
届
出
、
か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
戦
後
初
の
無
投
票
当
選

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
二
十
二
日
に
は
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
当
選
し
た
新
し
い
議
員
さ
ん
に
、

昭
和
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
井
上
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
当
選
証
書

を
手
に
し
た
議
員
さ
ん
は
、
当
選
の
喜
び
と
と
も
に
、
今
後
、
町
民
の
代
表
と
し
て
町
民

の
み
な
さ
ま
の
信
頼
に
答
え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
正
・
副
議
長

ま
た
各
常
任
委
員
な
ど
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
、
新
し
い
構
成
に
よ
る
町
議
会
、
か
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
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委
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一
昭
和
町
誌
の
別
冊
付
録

一

一
を
配
布
し
て
い
ま
す

一

一

三
年
計
画
で
編
集

一

一
し
、
昨
年
度
発
刊
し

一

一
ま
し
た
昭
和
町
誌
の

一

一
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の
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。
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付
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が
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〈西
条
一
区
〉

区

長
区
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土
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員
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〉

区

長

区
長
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土
木
委
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生
委
員

堀
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内
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郎
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甲
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沢
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司

五

味

一

案

伊

藤

将

中

村

恒

茂
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仁
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山 j尺中国主岡

秀
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幸
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孝

豊
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清
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荻

野

利

夫

貝

谷

敏

義

小
宮
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一
房
雄

四

候
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泰

〈河
東
中
島
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
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衛
生
委
員

〈紙
漉
阿
原
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈築
地
新
居
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈飯

喰

〉

区

長

区
長
代
理

佐 柳 山 鷹
野 沢 本 野

幸安敏
夫保雄夫

石武大清
原井坪水

一 啓 宣 幸
好 古 海 広

磯

部

政

良

大

辻

俊

孝

内

藤

幸

照

田

中

輝

光

沢
登
敬
治
郎

堀小
内沢

正
美弘

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈河

西

〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈上

河

東

〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈上
河
東
二
区
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

内相
藤原

康和
弘弘

樋五今秋薬
口昧村山袋

秀義大正常
己治和巳三

長細伊保
倉 田 藤 坂

征美通
洋 勇 義 正

早
川
美
都
雄

小

林

昇

土

橋

光

矩

後

藤

洋

市

川

義

明

地区名 人口 戸数

西条一区 1， 108 406 

西条二区 2， 326 788 

清水新居 1， 144 433 

西条新田 774 228 

押 越 1， 117 341 

河東中島 875 265 

紙漉阿原 877 300 

築地新居 1， 012 304 

飯 喰 468 157 

河 西 1， 125 364 

上 河 東 580 206 I 

上河東二区 1， 106 332 

4cb コ 計 12，523 4， 134 

(各地区の概要〕

(平成 3年 4月 1日現在)
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十
年
連
続
優
勝

第
十

田
町
内

/ 
築
地
新
居
チ
ー
ム

周
駅
伝
大
会

状贈だなまをりし。なす町とにましり
築地新居チムは 分胃位約五差を 走間新の力よ区にりト

スレl革、
所人達継つめかたにけ ルわたロメトっ

の日i」zt 

ま疋し

月十四が四臼
第十て年でフ

4.みんなの声援を受け、第一区、小学生男子が

一斉にスタート

V
団
体
成
績

優

勝

十 十十九 八 七 六五四三準
優

位位位位位位位位位位勝

築
地
新
居
チ

l
ム

(
時
間

1
時
間
判
分
回
秒
)

西

条

二

区
チ
l
ム

紙

漉

阿

原
チ
ー
ム

河

西
チ

I
ム

押

越
チ
l
ム

西

条

一
区
チ
ー
ム

飯

喰

チ

l
ム

河

東

中

島
チ
l
ム

上

河

東
チ
i
ム

西

条

新

田

チ

l
ム

清

水

新

居
チ
l
ム

上
河
東
二
区
チ

l
ム

V
区
間
優
勝
者
(敬
称
略
)

区
間
名

氏

名

第

一
区

藤

沢

広

志

第
二
区

浜

崎

政

治

第
三
区

内

藤

真

由

美

第
四
区

笠
井

邦

子

第

五

区

丹

沢

啓

太

第

六

区

横

内

和

美

第
七
区

柳
沢

智

美

第

八

区

青

柳

敦

第

九

区

輿

石

仁

第

十

区

鈴

木

辰

己

第
士
区

川
口

義

行

地
押

也
河

西

築

地

新

居

上

河

東

紙

漉

阿

原

築

地

新

居

紙

漉

阿

原
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条
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築

地

新

居
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水

新

居

西

条

二

区

区

V
区
間
新
記
録
者
(敬
称
略
)

第
三
区

内

藤

真
由

美

築

地

新

居

(自
己
の
記
録
を
二
十
五
秒
更
新
)

十
連
覇

今
ロ
の
駅
伝
大
会
に
お
い
て
¥
築
地

新
居
地
区
は
¥
選
手
¥
役
員
及
び
区
民

の
み
な
さ
ま
の
か
だ
い
団
結
の
も
と
¥

十
連
覇
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
だ
。
ま
た
¥
体
育
協
会

総
会
の
席
上
、
町
長
特
別
表
彰
を
い
だ

だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
、ガ
と
う
ご

ざ
い
ま
し
だ
。

こ
れ
か
ら
も
¥
こ
の
歓
び
を
糧
と
し

て
区
民
一
同
¥
駅
伝
大
会
は
も
と
よ
り
¥

社
会
体
育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す。
築
地
新
居
体
育
部
長

功
万
明
好

ソフトボールリーグ戦開幕

クラブNO.1は

どのチーム!こ

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
四
月
二
十
二
日
に
は
、
押
原

中
校
庭
で
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

(
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
)
の
開
会

式
が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
半
年
間
に
わ
た

る
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
き
ら
れ
ま
し
た
。

第
九
回
を
迎
え
る
今
回
は
、
押
原
小

学
校
の
先
生
方
が
中
心
と
な
っ
た
チ
ー

ム
も
初
参
加
し、

二
十
五
チ
l
ム
が

A

』
F

上
河
東
の
保
坂
和
広
選
手
か
ら
小
学
生
の
新
谷
朋
子

選
手
に
た
す
き
が
わ
た
り
ま
し
た。

④ 

A YNクラブAチームの磯部

選手の力強い選手宣誓

平成3.6.I 広報しようわ

級

・
B
級
・

C
級
に
わ
か
れ
試
合
を
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
開
会
式
の
中
で
、

A
級
リ
ー

グ
で
三
年
連
続
優
勝
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
ま
し
た、

Y
N
ク
ラ
ブ
A
(東

部
農
協
昭
和
)
チ
ー
ム
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
ど
の
チ

l
ム
が
秋
に

優
勝
旗
を
子
に
す
る
で
し
ょ
う
か
。

(C級リーグ〉

1.青水クラブ

2.クボタグ、'Jテcイーズ、

3. 押原クラブ

4. Y NクラブB

5.富士通山梨クラブ

6.西条一区ベアーズ

7.飯喰フレンダーズ

8. 甲府エレク卜口ニクス

9.ノンキーズ

(8級リーグ〉

1. クリエー卜宅問

2.上河東二区クラブ

3. 中島クラブ

4.西条二区 Bクラブ

5. ラビッ卜

6. 可西クラフ

7.阿原クラブ

8. 押越クラブ

(A級リーグ〉

1. Y Nクラブ、A

2.昭和一般男子

3. 西条二区Aクラブ

4.築地クラブ

5 スリーエスクラブ

6. 目立甲府クラブ

7.昭和クラブ

8.西条一区クラブ
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...この施設は厚生年金、国民年金、積立金還元融資を受け建設した施設です。

本
町
に
お
い
て
二
つ
目
の
児
童
館
と

な
る
、
西
条
児
童
館
が
完
成
し
、
四
月

二
十
六
日
に
は
関
係
者
が
出
席
の
中
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
館
と
は
、
児
童
に
健
全
な
遊
び

の
場
を
与
え
、
幼
児
及
ぴ
少
年
を
個
別

的
ま
た
は
集
団
的
に
指
導
し
て
健
康
を

増
進
し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
と
と
も

に
児
童
の
健
全
育
成
に
関
す
る
総
合
的

な
機
能
を
有
す
る
施
設
で
す
。

五
年
前
に
建
て
ら
れ
た
押
原
児
童
館

で
は
現
在
、
留
守
家
庭
児
童
学
級
に
入

級
し
て
い
る
約
四
十
名
が
お
も
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
竹
馬
、

一
輪
車
な
ど
の
遊
具
施
設
を
利
用
し
て

遊
ん
だ
り
、
読
書
室
で
本
を
読
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。

西
条
児
童
館
で
も
、
押
原
児
童
館
と

同
じ
よ
う
な
遊
具
施
設
や
、
読
書
室
に

本
を
備
え
、
児
童
が
健
全
に
遊
べ
る
設

備
を
整
え
て
い
ま
す
。

児
童
館
は
、
留
守
家
庭
児
童
学
級
に

入
級
し
て
い
る
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
子
ど
も
た
ち
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

西
条
児
童
館
で
は
こ
れ
か
ら
、
押
原

児
童
館
と
同
じ
よ
う
に
健
全
な
遊
び
を

通
し
て
、
児
童
の
健
全
育
成
の
拠
点
と

な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

留守家庭児童学級のご案内

西条地区児童館のオ ブンに伴い、留守家庭

児童学級が開設されました。ただ今入級者を募

集しています。

留守家庭児童学級とは、放課後家に帰っても

保護者の就労や疾病のために適切な保護を受け

られない児童在対象に、家庭的な雰囲気の中で

正しい生活指導を行うことを目的として開設さ

れる学級です。

砂入級対象者

(1) 1年生から3年生まで。

(2)両親就労家庭、母子家庭、父子家庭など

巴)昼間保護者のいない家庭の児童

砂定員 40名から50名(低学年力、ら優先的

に受付けます。)

砂開設日 月曜日から金曜日。ただし学校の休

校日は休みです。(休館日在含む。)

惨時間 午後1時から午後5時まで。(11月から

翌年2月末日までの時間は、別に定めます。)

砂費用無料

砂お申込み役場健康福祉課(箇75-2111)まで

圏西条地区児童館画

く昭和町立西条児童館概要〉

昭和町西条2225番地の1(西条小学校東隣り1
273.o5rrl 
鉄筋コンクυ-卜造2階建て

一階 252. 19rrl 遊戯室・図書室・事務室

二階 53.46rrl 集会室

月~金曜日 午後 l 時~5 時 土・日・祭日は休館になります。

夏休みは、 午前8時30分から午後 5時までご利用になれます。

予約などは一切いりません。開館時間内であれば、児童なら

誰でも利用できます。

箇75-9616 置所在地

・建築薗積

・構 造

-開館時間

-利用方法

企図書室で本も読めます。...遊戯室は、みんなの遊び場です。

平成3.6.I 広報しようわ⑤ 



無料で

11総合健康診査を受けられます11
歯の衛生週間

11すっきりさわやか歯の健康11自

分

の

健

康

は

病気は、自覚症状のないまま進行するケースが多く、

早期発見が治療の決め手になります。自分の健康状態を

知るうえで、健診を定期的に受けることが大切です。

今年も、町と農協が主催する総合健診がア月 1日から

14日までの期間中実施されます。

検査項目は、 人間ドックと同じくらい充実した内容で

す。一般健診をはじめ、レントゲン検査などが無料で受

けられますので、自分自身の体をチェックするためにも

この機会にぜひお申込みください。

健診内容は、一般健診、胃レントゲン、超音波(エコ

ー)、大腸がん検査、胸部レントゲンといった項目に、今

年から新たに、歯科検診 (6会場)が加わる予定です。

なお、詳しい日時や申込み方法などは、後目、愛育会

の役員さんを通じてお知らせいたします。

砂詳しくは、役場健康福祉課までお問合せください。

、

自

分

で

守

り

ま

し

ょ

う

自分の歯が何本あるかご存じですか。私達の歯は年を

とるとともに減っていくものです。 20歳の人で平均己

B本、 40歳の人で己5本、 60歳の人で 16本となり

ます。 20歳から60歳の40年間で約1己本の歯を失

うことになります。このように、歯を失う最大の原因は

むし歯、次が歯槽膿漏です。一生自分の歯でおいしく食

べることができるためにも、この二つの原因を予防する

ことがなによりのポイントになります。

むし歯、歯槽膿漏の予防には、何よりも 1日1回以上

正しい万法で歯を磨き、歯や、歯の聞についたパイ菌が

増えるのを少しでも防ぐことが大切です。歯と歯の聞に

は、歯垢や歯石がつきやすいので歯ブラシの毛先を 1本

でもいいですから歯と歯の聞に押しこむようにブラッシ

ンクすることが効果的です。

また、 1年に 1回は、定期的に歯科検診や歯石除去を

受けるようにしましょう。歯垢や歯石を除去することに

よって、むし歯や歯槽膿漏を予防できます。

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
を

受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

寸
現
況
届
」
の
提
出
月
で
す

六
月
は

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
を
受
け

て
い
る
人
は
、
毎
年
六
月
に
「現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
出
は
、
現
在
支
給
を
受

け
て
い
る
人
の
所
得
が
制
限
内
で
あ

る
こ
と
や
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

現
況
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
、
引

き
続
き
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
届
け

で
す
。現

況
届
の
用
紙
は
、

該
当
す
る
み

な
さ
ん
に
お
送
り
し
ま
す
が
、
引
き

続
き
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
現

況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
六
月
分
か

ら
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ

v日
時
六
月
十
八
日

ω

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

V
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館
講
堂

V
お
問
合
せ
役
場
町
民
窓
口
課
児

童
手
当
係
(
箇
万
ー
2
1
1
1
)

調|

査
員
が
伺

ごい
協聖
カ'
を， 

7月 lBC月躍BJ
七
月
一
日
現
在
で
、
平
成
三
年
事

業
所
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
が

全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な

調
査
で
す
。
調
査
の
対
象
と
な
る
の

は
、
農
林
漁
家
を
除
く
す
べ
て
の
事

業
所
で
す
。

六
月
下
旬
、
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
、
各
事
業
所
、
商

庖
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
記
入
後
は
、
調
査
員

が
回
収
に
ま
い
り
ま
す
。

⑥ 平成3.6.I 広報しようわ
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と
ち
ら
環
場
パ
ト
ロ
ー
ル
⑧

浄
化
檀
を
設
置
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

み
な
さ
ん
は
、
浄
化
檀
の
管
理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

快
適
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
切
な
浄
化
檀
も
、
そ
の
維
持
管
理
が
不
十
分
な

場
合
巴
は
、
生
活
環
境
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

浄
化
僧
か
ら
出
る
水
は
、
河
川
な
ど
に
入
り
、
場
合
巳
よ
っ
て
は
、
水
道
資
源

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
活
水
を
き
れ
い
な
水
巴
し
て
河
川
な
ど
巴
放
流
す
る
だ

め
、
浄
化
檀
は
大
切
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。

海
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
県
の

登
録
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う

県
で
は
、
保
守
点
検
に
つ
い
て
適
正

な
業
者
を
確
保
す
る
た
め
、
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
を

定
め
、
業
者
の
登
録
を
行

っ
て
い
ま
す
。

〈
条
例
の
概
要
〉

①
浄
化
槽
保
守
点
検
業
を
営
む
人
は
、

県
の
登
録
が
必
要
で
す
。

②
保
守
点
検
業
者
は
、
国
家
資
格
を
も

っ
た
浄
化
槽
管
理
士
と
必
要
な
器
具

を
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

単独浄化槽(槽が一つのもの)

ご主 清掃料金 保守点検料

標準

5人
料金 15，200 12，000 

自室 12，500 8，000 

ア人
君主 16，500 12，000 

」ー
思~ 14，000 8，000 

10人 霊一童一 18， 700 I 12， 000 
町の

」 料金 15， 500 I 8， 000 

浄
化
槽
は
、
年
一
回
以
上
清
掃

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
の
清
掃
は
、
許
可
業
者
に
年

一
回
以
上
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
の
清
掃
業
は
、
市
町
村
長
の

許
可
制
で
す
。

今
年
度
の
昭
和
町
の
清
掃
許
可
業
者

は
、
「
有
限
会
社
中
巨
摩
産
業
」
(
冨

万
1
2
1
5
7
)
一
社
で
す
。

司
T

虫
h
1

金

昭
和
町
で
は
、
許
可
業
者
と
の
話
し

分離海化槽(槽が二つのもの)

沼町 清掃料金 保守点検料

5人
君主 25，700 12，000 

見~ 20，500 8，000 

フ人
君主 28，500 12，000 

思~ 23，300 8，000 

10人
君主 36，500 12，000 

躍 31，300 8，000 

合
い
で
、
料
金
は
別
表
の
と
お
り
設
定

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
昨
年
度
と
同

じ
額
で
清
掃
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

浄
化
槽
の
種
類
、
槽
の
大
き
さ
に
よ

り
料
金
は
変
わ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に

清
掃
を
し
な
い
場
合
、
修
理
な
ど
に
つ

い
て
は
別
料
金
と
な
り
ま
す
。

〔役
場
環
境
衛
生
課
〕

海化植はお宅専用
の汚水処理場です

v 

腐敗型浄化槽(保守点検年二回)

ZR 清掃料金 保守点検料

5人
君主 18，000 10，000 

躍 15，500 5，000 

10人
君主 20，000 10，000 

程 17，500 5，000 

くみとり料金

山
V
日
時

六
月
十
三
日
・
二
十
七
日

七
月
四
日
・
十
一
日

毎
週
木
曜
日
、
午
前
十
時
l
正
午

V
会
場

町
立
図
書
館
視
聴
覚
室

V
内
容第

一
回
お
話
づ
く
り

第
二
回
製
本
(
中
味
は
り
)

第
三
回
製
本
(
表
紙
づ
く
り
)

第
四
回

仕

上

げ
・
発
表
会

V
講
師
山
梨
子
づ
く
り
絵
本
の
会
員

V
募
集
人
員

三
十
名

V
材
料
費

六
百
円

(佃
人
負
担
)

V
申
し
込
み

町
立
図
書
館
(
冨
万
l
7

8
6
0
)
ま
で

円

昨
年
七
月
開
館
以
来
、
多
く
の
人
が

図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
図
書
館

を
利
用
す
る
た
め
に
、
利
用
申
し
込
み

を
し
た
人
が
、
現
在
四
千
七
百
人
を
越

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
申
し
込
み
は
し

た
の
に
カ

l
ド
を
ま
だ
持
ち
に
来
て
い

な
い
人
が
大
勢
い
ま
す。

黄
色
の
利
用
カ

l
ド
は、

利
用
者
の

方
が
自
分
の
手
元
に
お
い
て
お
く
も
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
利
用
申
し
込
み
を

し
た
ま
ま
の
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
図
書
館

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
三
万
冊
の
本

と
ビ
デ
オ
・

C
D
・
L
D
と
職
員
が
お

待
ち
し
て
い
ま
す。

5
 

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

作
畠

【
一
般
図
書
}

o
ア
ナ
タ
の
年
頃

永
倉
万
治

講
談
社

O
A
フ
夜
、
す
べ
て
の
パ
ー
で

中
島
ら
も

講
談
社

0
在
所
の
桜

水

上

勉

立

風
書
房

0
息
子
と
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ト
バ

イ

遠
藤
ケ
イ
新
宿
書
房

O
水
彩
画
の
よ
う
な
血

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・

サ
ガ
ン

新
潮
社

{
児
童
図
書
】

o
人
は
足
か
ら
人
間
に
な
っ
た

中
原
正
木

労

働

旬
報
社

。
そ
こ
に
あ
る
木
た
ち

杉
み
き
子

新
日
本
出
版
社

。
ど
ん
な
く
ら
し
を
し
て
る
か
な

松
村

亮

一

古

今
霊
園
院

0
ソ
ウ
さ
ん
の
ハ
ブ
ラ
シ

舟
崎
克
彦
ポ
プ
ラ
社

o
ま
ん
げ
つ
の
海

梅
田
俊

作

佼

成

出
版
社

平成3.6.I 広報しようわ⑦ 



-3主立E互E彊・・
駅伝大会は私の思い出

内藤真由美さん

小学校6年生(築地新居)

合
回
は
、
町
の
駅
伝
大
会
で
三
年
連

続
区
間
新
記
録
を
出
す
力
定
を
し
、
築

地
新
居
チ
ー
ム
の
十
連
覇
に
大
き
く
貢

献
し
た
内
藤
真
由
美
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す。
真
由
美
さ
ん
は
、
小
学
校
三
年
生
の

時
か
ら
町
の
駅
伝
大
会
に
出
場
し
、
三

年
生
の
時
は
区
間
第
二
位
、
そ
の
後
は

毎
年
区
間
第
一
位
に
な
り
、
ま
た
、
三

年
連
続
区
間
新
記
録
を
出
す
と
い
う
力

走
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
年
生
の
時

E
Z
に
は
、
開
会
式
で
選
手
宣
誓
と
い
う
大

吋

4
・
役
も
立
派
に
果
た
し
ま
し
た
。

4
1
ι
圃
真
由
美
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
走
る
こ

、，A圃
と
が
好
き
で
、
い
ろ
ん
な
大
会
に
出
場

/
l
w
圃
し
良
い
成
績
を
納
め
て
い
ま
す
が
、
町

内
0
・
の
駅
伝
大
会
は
真
由
美
さ
ん
に
と
っ
て

4

ル
圃
特
別
な
も
の
だ
そ
う
で
す
。
「
い
ま
ま

，
内
圃
で
、
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
優
勝
で
き
た

・
島
亙
の
で
、
そ
う
思
う
と
一
生
懸
命
走
れ
、

『

4--駅
伝
大
会
で
は
と
て
も
よ
い
タ
イ
ム
で

ー

，
巳
走
れ
る
の
で
、
と
て
も
好
き
で
す
。
」
と

圃
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
緒

.
に
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
練
習
を
し
臨
む

町
の
駅
伝
大
会
は
、
他
の
大
会
に
な
い

緊
張
感
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
で
は
、
真
由
美
さ
ん
は
七
人
兄
弟

の
長
女
と
し
て
弟
や
妹
の
め
ん
ど
う
を

よ
く
見
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
か
ね
て
、
朝
早
く
お
父
さ
ん
の

牛
乳
配
達
を
手
伝

っ
て
い
ま
す
。
門
家
族

の
人
は
真
由
美
さ
ん
に
「
自
分
の
心
に

恥
じ
る
こ
と
な
く
要
領
を
使
わ
な

い、

誠
実
な
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願

っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
現
在
児
童
会
の
議
長
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
担
任
の
先

生
は
「
い
つ
も
明
る
く
元
気
で
、
誰
に

で
も
優
し
く
、
真
由
美
ち
ゃ
ん
は
み
ん

な
に
好
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
が

旺
盛
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
ま
じ
め
に

努
力
し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。「

今
年
は
陸
上
記
録
会
で
、
県
大
会

に
出
場
し
た
い
で
す
。
」
と
明
る
く
話
し

て
く
れ
た
真
由
美
さ
ん
の
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

企走った後は、汗がたくさん出て
とても気持ちがいいそうで=す。

@ 伝い事つi(!J料理

酒大さじ巴

①鯛はうろこを取り、皮目!こ2~3本切り目を入れておきます。

②長ネギ、しょうが、水で戻した干椎茸をセン切りにします。

③深皿に鯛を入れ、野菜在のせ、酒、塩をふり、 20分間強火で

蒸します。

(電子レンジなら、ラップしてレンジ強で10分)

@ポン酢醤油を添えてすすめます。

-材料 (4人分)

鯛4尾干し椎茸4枚

塩少々 ポン酢醤油

(蒸す時、ごま油、醤油を加えると中華風になります)

しよう力1'30g長ネギ己本

-作り方

鯛
の
姿
蒸
し

栄養改善推進員

伊藤真理子さん(西条新田)

|ちょっと一言 | 
鯛と言えば、一般には塩焼きが代表的

です。たまには、こんな食べ方をして

みてはいかがですか。

簡単なので、急なお客様にピッタ 1)。

-
一
こ
う
ほ
う
川
柳

朝
の
陽
が
政
し
い
遅
刻
の
歩
を
早
め

看
板
を
倒
し
て
司
々
と
無
投
票

集
会
の
異
議
は
末
席
か
ら
手
が
あ
が
り

変
る
里
昔
を
偲
ぶ
老
夫
婦

何
時
の
日
も
陽
気
に
接
す
る
無
ニ
の
友

序
列
な
き
花
見
の
廷
ろ
宴
た
け
る

あ
こ
が
れ
の
春
の
芽
ば
え
を
詩
に
綴
る

花
吹
雪
見
と
れ
て
暫
し
夢
心
地

金
婚
へ
喜
怒
哀
楽
を
振
り
返
え
る

う
っ
ぷ
ん
を
川
に
投
げ
た
る
石
幾
つ

穏
や
か
な
春
を
騒
が
す
花
粉
症

一
票
に
空
し
さ
残
る
無
投
票

満
開
の
棲
に
酔
う
て
花
見
酒

文
化
の
世
過
去
懐
し
む
老
の
年

寒
風
に
裸
木
の
つ
ぶ
や
き
春
を
恋
ふ

道
草
も
野
花
集
め
る
下
校
の
子

年
毎
に
若
く
着
替
へ
て
ク
ラ
ス
会

集
っ
て
集
っ
て
来
て
春
、
つ
ら
ら

跡
取
ど
云
ふ
名
背
負
っ
て
田
舎
道

思
い
出
を
集
め
て
亡
母
の
小
引
出
し

旬
の
味
一
筆
添
え
て
宅
急
便

振
り
向
け
ば
集
団
疎
開
粥
の
味

集
落
を
小
さ
な
噂
か
け
ぬ
け
る

難
民
の
明
日
へ
生
き
る
強
た
か
さ

井
口

矢
崎

山
本
み
よ
子

森
田
み
ず
ほ

磯
きF

森
田

堀
内
美
代
子

j尺
高
野

相
原
あ
き
子

中
j尺

小
沢

--
⑧ 平成3.6.I 

素
木
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狂
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子
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子

春
男
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はるか

島崎晴香ちゃん
・H2.6.竹生(上河東二区)

・ (父)請・(自)静江

疋くみ

依田匠くん
・H2. 5. 26生(西条二区)

・ (父)秀秋・(田)純子
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名前の由来ーお父さんとお白さんの名前に使

われている青の字をとり入れて、女の子らし

く明るいひびきを持つようにと考え名伺けま

しだ。

名前の由来大工の家に生まれだので、 5代

目としてふさわしい名前だと思い、お父さん

が名付けましだ。

名前の由来一小さなわくにとらわれず、のび

のびと大陸的に、そして女性らしい細やかさ

も合わせ持つ疋人になって欲しいと願い名ぱ

ましだ。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
薗
苅

|
2
T
1
1
)
ま
で

H

医荷風メ|宅|
女妊娠初期の

超音波検査について

山梨医科大学講師

産婦人科 合西由紀夫

現
代
の
産
婦
人
科
診
療
に
お
い
て
超

音
波
検
査
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
産
科
領
域
に
お
い
て

は
、
妊
娠
の
診
断
、
胎
児
の
発
育
、
胎

盤
の
位
置
な
ど
を
知
る
た
め
に
、
ま
た

婦
人
科
的
領
域
に
お
い
て
は
、
子
宮
・

卵
巣
の
位
置
・
大
き
さ
、
異
常
腫
療
が

あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
性
状
(
悪
性
か

良
性
か
、
ま
た
は
そ
の
組
織
診
断
)
を

知
る
た
め
に
、
超
音
波
検
査
は
最
初
に

ど
う
し
て
も
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

検
査
法
で
す
。
そ
の
重
要
性
か
ら
、
超

音
波
検
査
機
器
は
、

「産
婦
人
科
医
の
聴

診
器
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
現
状
で

す。
以
前
か
ら
妊
娠
の
診
断
と
い
え
ば
尿

検
査
か
ら
始
ま
る
の
が
普
通
で
し
た

が
、
最
近
は
超
音
波
検
査
で
診
断
す
る

の
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

産
科
医
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
子
宮
の

中
の
妊
娠
か
子
宮
外
妊
娠
か
、
そ
し
て

子
宮
内
妊
娠
な
ら
ば
そ
れ
が
正
常
妊
娠

か
流
産
す
る
運
命
に
あ
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
し
か
し
以
上

の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
尿
中
妊
娠
反
応

は
た
だ
プ
ラ
ス
と
い
う
結
果
し
か
出
ま

せ
ん
。こ

れ
ま
で
妊
娠
か
ど
う
か
を
調
べ
て

も
ら
い
に
受
診
し
た
女
性
は
尿
を
と
っ

て
待
っ
て
い
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
医
大
を
は
じ
め
最
近

は
む
し
ろ
尿
を
た
め
て
待
っ
て
い
る
よ

う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
こ
の

た
め
で
す
。
超
音
波
検
査
で
子
宮
の
中

を
調
べ
る
に
は
、
勝
脱
に
尿
が
十
分
た

ま
っ
て
い
た
方
が
都
合
よ
い
の
で
そ
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
し
最

近
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い

る
経
腔
超
音
波
検
査
で
は
尿
が
た
ま
っ

て
い
た
方
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、
勝
脱

の
充
満
度
に
つ
い
て
は
ど
う
で
も
よ
い

一
@
西
条
一
区

マ
内
藤
雅
貴
(
孝
明
)

一
⑨
西
条
二
区

マ
秋
山
美
希
(
孝
文
)

-

マ
小
林
拓
也
(
一
治
)
マ
福
井

智

一

(
誠
)
マ
萩
野
谷
柚
希
(
淳
之
)

マ
遠

一
藤
翼
(
芳
文
)
⑨
清
水
新
居

マ

-
乙
黒

優
(
敏
彦
)
マ
原
大
樹
二

一
浩
)
マ
新
田
浩
士
(
重
典
)
⑨
西
条

一
新
田

マ
佐
野
遥
香
(
勉
)
マ
宮
崎

一
智
靖
(
清
貴
)
⑨
押
越

マ
斉
藤
壮

一
馬
(
伸
)
⑨
紙
漉
阿
原

マ
棲
井
恵

一
介
(
健
彦
)

マ
長
井
崇
史
(
芳
久
)

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

妊
娠
初
期
の
胎
児
の
発
育
計
測
は
、

そ
の
妊
婦
に
お
け
る
正
し
い
妊
娠
週
数

の
決
定
に
役
立
ち
ま
す
。
生
理
不
順
の

人
や
月
経
周
期
の
長
い
人
、
ま
た
出
産

後
な
ど
月
経
を
見
ず
に
妊
娠
し
た
人
な

ど
の
分
娩
予
定
日
の
決
定
に
、
超
音
波

検
査
は
必
須
の
検
査
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
重
要
な
検
査
で
あ
り
な
が

ら
、
超
音
波
が
母
体
・

胎
児
に
与
え
る

悪
影
響
は
ゼ
ロ
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い

で
す
。
皆
さ
ん
も
安
心
し
て
超
音
波
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

企
画
財
団
法
人

里
仁
会

命
令
た
完
売

合

お
誕
生

合

(
〉
内
は
保
護
者

平
成
三
年
四
月
一
日
j
四
月
三
十
日

ま
で
の
届
出
(
叡
柿
略
〉

⑨
飯
喰

マ

小

林

舞

(
正
巳
)
⑨

河
西

マ
後
藤
友
衣
奈
(
康
文
)

• ーザ、

ιー

結

婚

.

⑨
西
条
二
区

マ
渡
遺
秀
典
・
村
松

恵
美
子
マ
中
村
博
光
・
若
尾
清
子

⑨
清
水
新
居

マ
中
嶋
元
昭
・
中
津

い
づ
み
マ
小
林
孝
仁
・
田
村
一
美

⑨
西
条
新
田

マ
小
林
幸
宏
・
朝
日

由

里

子

⑨

上
河
東
二
区

マ
丸
山

久
・
佐
野
ち
お
り

--圃・・・・ーー・ー圃・ーーーーーーー・・ー圃・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーー---ーーー・・ー圃ーーー'
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間同U 問
老
人
生
き
が
い

パ
ス
旅
行

町
で
は
、
毎
年
六
十
五
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
だ
一
泊
二
日
の
「
老
人
生

き
が
い
パ
ス
旅
行
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
、
ガ

昨
年
は
、
お
よ
そ
二
百
五
十
名
の
方
々

の
参
加
、
か
あ
り
ま
し
だ
。

今
年
も
、
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
っ
か
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
は
い
か
が

参
加
者
募
集

------EE--

母
子
、
父
子
、
寡
婦
の

み
な
さ
ん
の
一
日
行
楽

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
、
母
子
、
父

子
、
寡
婦
の
み
な
さ
ん
を
対
象
と
し
た

二
日
行
楽
」
在
次
の
と
お
り
実
施
い

た
し
ま
す
。

日
常
の
生
活
か
ら
離
れ
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
、
一
日
行
楽
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

V
日
時
六
月
二
十
三
日
日

V
場

所

横

浜

・

上

野

V
負
担
金
三
千
円
(
子
供
は
半
額
)

V
申
込
み
方
法
各
地
区
の
役
員
さ
ん

ま
た
は
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
負
担

金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
o

v申
込
み
締
切
り
日
六
月
七
日
働

V
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

で
し
ょ
う
か
o

v日
時
六
月
二
十
日
・
二
十
一
日

一
泊
二
日

V
場

所

鳥

羽

方

面

V
負
担
金
一
万
四
千
円

V
申
込
み
方
法

老
人
ク
ラ
ブ
員
の
方
は
、
各
地
区
の

会
長
さ
ん
に
負
担
金
を
添
え
て
、
あ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
な
い
方

は
、
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
か
、

役
場
健
康
福
祉
課
(
総
合
会
館
〉
ヘ
負
担

金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
締
切
り
日
六
月
七
日
働

V
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

相
パ
ソ
コ
ン
教
室

三
月
に
開
催
し
、
好
評
を
頂
き
ま
し

た
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
、
ガ
、
第
二
回
目

の
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
墓
礎
か
ら
実
用
的
な
使
い

方
ま
で
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し

な
、
ガ
ら
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

v日
時
六
月
十
七
日
間
・
十
九
日
附

一
干
一
日
働

午
後
七
時
三
十
分
j
九
時
三
十
分

V
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館

V
定

員

十

名

V
募
集
期
間
六
月
十
日
f

)

十
四
日

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
〉

V
お
申
込
み
昭
和
町
教
育
委
員
会

自
衛
官
募
集

釦
人
権
身
の
上
相
談
所

備
を
開
設
し
ま
す

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

V
応
募
資
格
日
本
国
籍
を
有
す
る
、

十
八
才
か
ら
二
十
七
才
未
満
の
男
女

V
入
隊
毎
月
下
旬
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
隊
に
入
隊

V
身

分

採

用

日

を

も

っ
て
特
別
国

家
公
務
員
に
な
り
ま
す
。

V
給

与

十

三
万
三
千
九
百
円
、
ボ

ー
ナ
ス
年
三
回
(
五
、
三
五
ヶ
月
分
)

V
そ
の
他
食
事
、
宿
舎
費
等
(
約
六

万
円
)
無
料

V
応
募
手
続
自
衛
官
募
集
相
談
員
の

市
川
満
氏
(
箇
七
五
ー
三
五
五
二
)

ま
た
は
、
役
場
企
画
行
政
課
ま
で

児
童
、
生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
の
問

題
、
扶
養
・
相
続
、
騒
音
・
悪
臭
公
害

な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
悩
み
ご

と
の
相
談
を
受
何
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

v日
時

六

月

十

九

日

附

午

前

十

時
か
ら
午
後
二
一
時
ま
で

V
相
談
員
昭
和
町
人
権
擁
護
委
員

甲
府
地
万
法
務
局
職
員

V
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館

V
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
行
政
課
ま
で

あ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

山梨県警察官受験案内
〈平成4年度採用山梨県警察官を募集〉

*受験資格

A試験 S 39. 4. 2 -S 45. 4. 1生まれの大学卒業(見込)の

男子

B試験 S 39. 4. 2 -S 49. 4. 1生まれの男子

女第 l次試験期日・会場

A試験 7月28日

B試験 9月16日

食願書受付け期間

A試験 6月6日-7月 5日

B試験 7月24日-8月23日

女待遇給 与(大卒)172， 800円、(短大卒)157，500円、

(高卒)144，200円

年間5.35ヶ月

4週間に 6日(交替制勤務の場合6週間

に9日)

年休20日、夏季休暇、年末年始、婚姻休

暇、ハーベスト休暇等

。受験の申込み、または詳しいことを知りたい方は、南甲

府警察署(箇43-0110)または、西条駐在所(冨75-2055)

へお願いします。

いずれも山梨学院大学

ボーナス

休日は、

休暇は、

巡回相談のお知らせ

0交通事故出張相談

消防本部からのお知らせ町内交通事故

E発生件数1
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==4月分--

く指輪が抜けないときは〉
交通事故のあと処理に関する相談

に応じます。

砂日時 6月19日休)

砂場所昭和町中央公民館

砂詳しくは、県民相談センター

(箇32-3715)まで

指輪が抜けなくなったときは、消防署にご連絡く

ださい。指輸を特殊なリングカッターで、安全には

すしてくれます。

連絡は、中央署、南署、西署の各救急隊まで。

(箇22-]]90) 

広報しようわ ⑩ 平成3.6.I 



保健衛生だより
日

手し 児 (建 康 霊ロ会タ 査 白 本 1出 M、Aミ， 予 防 接 手重
や

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 ミ
実施日 受付時間 該当児 場所

午後 1時00分-1時30分
初回接種 6月 11日

昭和62年6月1日~
平成 2年 5月 (1回目) 伏)

(常永地区) 昭和63年5月31日出 生 ノ!日l.J 
J仁E1h 初回接種 6月 18日 午後1時 i仁E1為

ト 6月 7日 午後 1時30分-2時00分 までの出生児。

(金) (西条地区)
(2回目) 伏) '"'-'2時 」Z2コhご

dzh  工

午後 E時00分-2時30分
平成 2年 8月 1年後の 上記のいづ 昨年、初回接種を

館

(押原地区)
出 生 ~日U 館

追加接種 れかの日 2回済ませている者い

ド 持ち物母子手帳・問診表

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 ※予備接種目…上記の実施日に接種を済ますことができなかっ

午後 l時00分-1時30分
平成 2年11月

た者について予備日として 6月28日幽午後l時 i
"-'1時30分まで接種を実施します。

(常永地区)
出 生 ~臼l.J ※日本脳炎予防接種は任意の予防接種ですので、接種は保護

メ口岳民
6月14日 午後E時00分-2時30分 者の希望により行います。また、上記該当児以外の者であっ

(金) (西条地区) 」zE=h= ても 3歳以上の幼児であれば接種できますので希望者は役 同

午後 3時00分-3時30分 平成 3年 2月 場健康福祉課へ問診票を取りにきてください。

出 生 ~日u 館 く注意事項〉 さ

(押原地区) -体温は必ずはかつてください。

-問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田 -接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれ ください。 引え

押原地区 押越河東中島紙漉阿原
〈つぎのような人は接種できません〉

①発熱している人、または著しい栄養障害者。
常永地区 築地新 居 飯 喰 河 西 上 河 東 上 河 東二区 ②はしか(MMR)・BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か l 

月以内の人。
持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル ③ 3 種混合予防接種を受けてか ら 2 週間以内の人。 ~ t
※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので ④ 1年以内にけいれん・ひきつけを起こした人。

4 、
ご承知ください。 ⑤心臓血管系疾患、 腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

ル滋 日E ゐ叫 A 什
ι 

iや!山x日
⑥上記に掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状

態にある者。
3 ~重 ごjEEヨ 4C色コ、 予 防 接 ネ重 l'ふ 日、 山U デ下うw符p

料、
一川 柑Aヤ 、一肘 4、y、u 

日 時 6月27日(木) 午後 1時 "-'2時
料 乳 児 整 野ラ 外 科 検 霊ロ長ジ〉

場 所総合会館 ヤ場

実 施 日 6月26日(水) へ以品

叫 該当児 4別2 受付時間午後 1時 "-'1時30分
砂I期…昭和63年 9月1日~平成元年 2月28日までの出生児。 t場所総合会館 除砂II期… I期 3回を完了して 1年から1年 6か月以内の者。

該当児平成3年2月1日~平成 3年3月31日まで正出査生児。[ド
同m事

砂昭和63年3月1日~昭和63年8月31日までの出生児で未接種
持ち物母子手帳

者。

持ち物母子手帳・問診票
弘知山主軍政会 寸言 τ不忍戸蕊:玄

マ歳 6か月兜健康診く注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。前夜と 当日の体温
実施日 6月 19日(水)

は必ずはかつてください。
受付時間午後 1時"-'1時30分

O問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ
場 所総 合会 館

しユ。
該当児平成元年10月1日~平成元年11月30日までの出生

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし )0
児、及び前回未受診児。

〈つぎのような人は接種できません〉 持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票

①発熱している者、または著しい栄養障害者。 え、、 沌説V 九 叫き円そ支

ト

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1 2 歳 児 歯 科 検 雲ロ分ジ

か月以内の者。
実施日 6月 20日(木)

④日本脳炎予防接種後 2週間以内の者。
受付時間午後 1時"-'1時30分

⑤ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。
場 所総合会館

望潟、i窓 辺君主主舛忠常 川/民品地説t、h仙が 手叫拶桝持品、xゐ制 該 当 児 平 成 元 年2月1日~平成元年 5月31日までの出生

団子手帳受付及び一般健康相談日
!)日u。

持ち物母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

日時 6月5日(水)・ 15日∞.27日(木)
コップと歯ブラシ。

午前 9時"-'11時30分

飼えなくなっだ犬・猫収集日場所総合会館
今

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。 詰

日時 6月14日(金) 午前10時50分"-'10時55分

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
6月28日(金) /J 

場所総合会館前
栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくだ、さい。また、猫の場合は
すので、お気軽にお出かけください。

必ず、麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり封をしてください。

〉改。対 凶 話~ 羽目~叫は寸 リ一ョ引♂ 慣
Jム、L一ム白品芯 可仇九 円ガ3 時 q弘 、山、苦手出 λ、予 言、正間品 A 吹川乏 日制
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土 Saturday

f仏
減

電波の日
水道週間 (~ 7 日)
気象記念日

リハビリ 教室

(総合会館)

JUNE 
みなづき

水無月平成3年 (1991~) B月のとよみ
火 Tuesdayl水 Wednesdayl木 Thursday Friday 

NHIく夏期巡回ラジオ体操ガ昭和町ヘ

金Monday 月Sunday 日

や

b
d回

炉日時ア月21日(日)午前6時開会

帳場所押原中校庭〈雨天時は町民体育館〉

炉講師 青山敏彦先生 ピアノ・山崎鏡子先生

※あ問合せは、町教育委員会 (75-2111)まで

夏休み期間中、全国各地から

生中継しているNHIくの朝の

ラジオ体操が町制20周年を

記念して開催されます。

8委7仏j戚

計量記念日

6重
吉種

5友ヨ|
世界環境デー
環境週間("-'ll日)

4先勝

歯の衛生週間
("-'10日)

3百
測量の日

2委

総合会館温泉定休-r結i~~涌該iおき会館ー ! ジ.:r.. 1ヲデジヲ薮量一 lーム.IDîC三L泊I~. 肴~-T- ーー一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一ー|一手L元健康一診主-一ーー ーー - T役場開忌
日 ..... .，.-.--<:与市 |午後 1時"-'3時) I 総合会館)I政相談(P3参照) I 総合会館)

~I弘タ I I 母子手帳交付及び
町 j乙~ll I 一般健康相談日

刈在乞且 | 総合会館)
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一日

.
f
Eずさ

一館
包
畏
弘
知
髭
区

一
休
判
長
蛇
切
り
立

一館

e

紅

3
・日勺

一
書
〈
什
-
-
t

一図
婦寡子

ん

一
楽
父
市

二
7
・
右

司日
子
み

-
r

寸
母
の

※ゴミは必ず、 町指定の収集袋ま

疋は荷キしを使ってお出しくださ

い。それ以外のもので出しであ

るゴミは収集い疋しません。

ま芝、最近可燃物と不燃物ガい

っしょにはいっているものなど

jレールを守らずに出されるゴミ

ガ多く収集にも手間どっていぎ

す。

清潔で住み良い生活環境を保つ

だめにもルールを守り、美しい

町づくりにご協力ください。

押河紙築飯河上上
東漉地 河

河東
中阿新 一

越島原居喰西東区

毎週月・木曜日

3日・ 6日・ 10日・ 13日

17日・ 20日・ 24日・ 27日

毎月第?水曜日第3水曜B

西西清西

条条水条

一二新新

区区居回

毎週火・金曜日

4日・ 7日・ 11日・ 14日

18日・ 21日・ 25日・ 28日

毎月第2水曜B 第4水曜日

18日5日26日12日

⑫ 平成3.6.I 広報しようわ
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